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後記

　本号の特集は，社会的にも関心が高い「過活動性膀

胱」を取り上げました。超高齢化社会では, 単に長生

きするだけでなく，心身ともに健康で生きいきと生活

することが大切で，QOL を損なう排尿障害への対策は

重要になります。

　厚労省の統計によりますと，65 歳以上の老人（？）は

日本総人口の約 20％，2,000 万人とのことです。その

うち 90％弱もの老人は身体が健康で，自分自身で身の

回りのことができる人たちです。寝たきりや痴呆の老

人は，絶対数としては約 200 万人と多く，社会的にも

幾多の問題を抱えていますが，超高齢化社会では，健

康な老人にもっと質の高い生活を送ってもらい，人生

の経験を生かして活躍していただける制度が必要だと

思います。

　2005 年に，科学技術対策研究所が，これから 20 年

間に実現可能であろう医療技術を予測調査していま

す。予測している医療技術の多くは，ヒトゲノムの完

全解読によって解明されるであろう癌や生活習慣病に

かかわるもので，遺伝子と蛋白質の研究は飛躍的に加

速し，新たな診断マーカーや新薬が医療の現場に登場

することを予測しています。例えば 2018 年には「癌

の転移機構が解明」され，2023 年には「癌のオーダー

メイド治療」が可能となり，動脈硬化病巣の遺伝子治

療が 2024 年に始まると予測しています。

　この調査を見て気付くことは，15 年前の同様の調査

で予想していたテンポに比べ，実用化が大幅に遅れて

いることです。例えば「癌の転移防止」は 2007 年に

実用化されると予測されていましたが，今年も残り数

か月，この間に実現できないことは明白です。研究が

進めば進むほどに人体の神秘さを知り，病態の複雑さ

が浮かび上がってきます。科学の神様は，人類が行っ

ている真理への探求心に，おいそれと合格点を与えて

くれそうにありません。

　この予測調査で残念なことは，取り上げられている

医療技術の内容が生命にかかわるものが大半で，QOL 

を損なう良性疾患には関心が少ないことです。老人に

付きものの白内障，関節疾患，難聴などの記述はなく，

泌尿器科領域では尿路結石，前立腺肥大，排尿障害も

忘れられています。これら良性疾患に関心が薄いこと

は医学界や行政においても同様で，それらに対する研

究助成が手薄いことはその 1 例です。癌や心血管・神

経疾患に国際的関心が集まっている今こそ，日本の独

創性を打ち出し，QOL を損なう良性疾患の病態解明と

新しい治療法の開発に力を注ぐべきではないでしょう

か。

　「過活動性膀胱」の病態が解明され，老人の悩みで

ある夜間頻尿や切迫性尿失禁が治り，明るくて活動的

な老後を送れるようになってこそ，長生きをする喜び

があるのだと思います。 （郡　健二郎）
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